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1 大きな たいこと 小さな たいこ、低い 音が 出る のは？

ア 小さな たいこ イどちらも 高い ウ 大きな たいこ エどちらも おなじ こたえ 

2 声の 大きさを 変える とき 変わる のは？

ア 耳の 大きさ イ 目の 色 ウかみの 長さ エのどの 震えの 大きさ こたえ 

3 風が 吹くと 木が ざわざわ 鳴る のは？

ア 木が 話して いる から イ 根が 動く から ウ 木が 冷える から

エ 葉っぱが こすれ合う から こたえ 

4 緊急 車の 音が 近づく と どう なる？

ア 変わらない イだんだん 大きく 聞こえる ウ 小さく なる エ 消える こたえ 

5 輪ゴムを 強く 引っぱって はじくと 音 は？

ア 高く なる イ 出なく なる ウ 変わらない エ 低く なる こたえ 

6 声の 高さを かえる ときに 変わる もの は？

ア 声帯の 震え方 イめの 色 ウ 紙の 長さ エ 耳の 大きさ こたえ 

7 かねを ついた 後 音が だんだん 小さく なる のは？

ア 震えが 小さく なる から イかねが 冷える から ウ 耳が つかれる から

エかねが 軽く なる から こたえ 

8 輪ゴムを はじいて 鳴って いる とき ゴム は？

ア 震えて ぼやけて 見える イ 色が 変わって 見える ウ 止まって はっきり 見える

エ 太く 固まって 見える こたえ 

9 人が 音の する 向きを 分かる のは？

ア 目で 音を 見る から イ 耳が 2つ ある から ウ鼻で かぐ から エ 音に 色が ある から

こたえ 
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10 たたいても 音が 出にくい もの は？

アガラスの コップ イふわふわの 綿 ウ 鉄の なべ エ 木の つくえ こたえ 

11 聴診器で お医者さんが 聞く 音 は？

ア 髪の毛が 伸びる 音 イほねが 伸びる 音 ウつめが 伸びる 音 エ 心臓や 息の 音

こたえ 

12 机に 耳を 当てて 机を たたくと？

アとても 小さく なる イよく 聞こえる ウまったく 聞こえない エ 後から 聞こえる

こたえ 

13 秋の 夜に リーンリーンと 鳴く 虫 は？

アあぶらぜみ イちょう ウてんとうむし エすずむし こたえ 

14 声を 遠くまで 届ける 道具 は？

ア鏡 イメガホン ウ虫めがね エ 温度計 こたえ 

15 大きな 道路の そばに 高い かべが ある わけ は？

ア 雨を 降らせる ため イ 車の 音を さえぎる ため ウ 車を 速く する ため

エ 絵を かく ため こたえ 

16 信号機の ピヨピヨ という 音は だれの ため？

ア 自転車に 乗る 人 イ 電線の 鳥 ウ 車の 運転手 エ 目の 不自由な 人 こたえ 

17 ふみきりの カンカンと いう 音の 役目 は？

ア 雨を 知らせる イ 電車が 来る ことを 知らせる ウ 電車を 速く する エ 鳥を 呼ぶ

こたえ 

18 手を 耳の 後ろに 当てると 音 は？

ア 聞こえやすく なる イ遅れて 聞こえる ウ 低く なる エ 聞こえなく なる

こたえ 

19 水の 中でも 音は 伝わる？

ア 凍る イ 光に なる ウまったく 伝わらない エ 伝わる こたえ 
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20 リコーダーの 穴を ぜんぶ ふさいで 吹くと？

ア 鳥の 声に なる イ 一番 低い 音に なる ウ 音が まったく 出ない エ 一番 高い 音に なる
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こたえ　しょう2 りか「音の 伝わり」 その1

1  ウ 大きな たいこ

2  エ のどの 震えの 大きさ

3  エ 葉っぱが こすれ合う から

4  イ だんだん 大きく 聞こえる

5  ア 高く なる

6  ア 声帯の 震え方

7  ア 震えが 小さく なる から

8  ア 震えて ぼやけて 見える

9  イ 耳が 2つ ある から

10  イ ふわふわの 綿

11  エ 心臓や 息の 音

12  イ よく 聞こえる

13  エ すずむし

14  イ メガホン

15  イ 車の 音を さえぎる ため

16  エ 目の 不自由な 人

17  イ 電車が 来る ことを 知らせる

18  ア 聞こえやすく なる

19  エ 伝わる

20  イ 一番 低い 音に なる


